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(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２６TSカリ, ２５TSカリ, ２４TSカリ, ２３TSカリ

【専攻】工学分野の研究者・技術者として科学・技術を発展さ 課題図書の輪読、ゲスト講師による講演会、グループでのフィ
せるための幅広い見識と健全な倫理観 ールドサーヴェイを通じて、幅広い見識で都市を俯瞰すること

ができるようになる。
⇔

【専攻】環境調和社会，知識基盤社会を多様に支える工学分野 課題図書の輪読、ゲスト講師による講演会、グループでのフィ
の高度な専門知識と実践的技術力 ールドサーヴェイを通じて、都市と自然との共存に関する理解

を深めることができるようになる。
⇔

【専攻】さまざまな課題に対処できる高い情報収集・分析能力 課題図書の輪読、ゲスト講師による講演会、グループでのフィ
とグローバルな情報発信能力 ールドサーヴェイを通じて、さまざまな課題に対処できる高い

情報収集・分析能力を得ることができるようになる。
⇔

【専攻】専門知識に基づいて自らの思考や妥当性を論理的に説 課題図書の輪読、ゲスト講師による講演会、グループでのフィ
明できる批判的思考力 ールドサーヴェイを通じて、自らの思考や妥当性を論理的に説

明できるようになる。
⇔

(2)授業の概要 ・教科書の輪読
人と自然が共存できるための都市空間デザインについて学び、共に考える。また、能動的に学び、学ん
だ内容を分かりやすく相手に伝えるスキルの修得も目指す。
・ゲスト講師による講演会
都市空間デザイン学に関連する幅広い知識を修得する。
・グループでのフィールドサーヴェイ
フィールドサーヴェイによって得たデータを分析するスキルを修得する。

(3)授業計画 第1回　ガイダンス
第2回　教科書の輪読1
第3回　教科書の輪読2
第4回　教科書の輪読3
第5回　教科書の輪読4
第6回　教科書の輪読5
第7回　教科書の輪読6
第8回　教科書の輪読7
第9回　ゲスト講師による講演会1
第10回　ゲスト講師による講演会2
第11回　ゲスト講師による講演会3
第12回　グループでのフィールドサーヴェイ1
第13回　グループでのフィールドサーヴェイ2
第14回　グループでのフィールドサーヴェイ3
第15回　グループでのフィールドサーヴェイ4

(4)成績評価の方
法

教科書の輪読の発表内容（40点）、グループでのフィールドサーヴェイの発表内容（40点）、他の発表
グループに対する質問の回数と内容（20点）の合計で評価する。

(5)成績評価の基
準

教科書の輪読の発表内容、グループでのフィールドサーヴェイの発表内容、他の発表グループに対する
質問の回数と内容から最終的な成績をつける。
（1）都市空間デザインに関する基本的な理解が示されており、（2）都市空間デザインに関する専門的
な知識があり、（3）フィールドサーヴェイによる情報収集ができ、（4）データ・ビジュアライゼーシ
ョンを用いて、理解・収集した内容を分かりやすく伝えられる図版が作成できるレベルにあれば「卓越
している」。3項目までできていれば「かなり上にある」。2項目までできていれば「やや上にある」、
1項目までできていれば「水準にある」。

(6)事前事後学習
の内容

授業時間30時間（2時間×15回），自習学習時間60時間（4時間×15回）

(7)履修上の注意

(8)質問,相談への
対応

随時受け付ける。
メールの場合はkosuke_sakura@shinshu-u.ac.jp

(9)その他

【教科書】 ランドルフ・T・ヘスター著、土肥真人訳（2018）：『エコロジカルデモクラシー　まちづくりと生態的
多様性をつなぐデザイン』、鹿島出版会、p.510

【参考書】 指定しない


